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消
防
団
は
地
域
ご
と
に
55
の
分
団
で

形
成
さ
れ
、
地
元
の
分
団
員
が
所
属

し
、
地
域
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
火
災
現
場

へ
の
出
動
、
夜
警
な
ど
の
防
災
活
動

や
操
法
大
会
へ
の
参
加
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
水
難
事
故
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
要
請
が
あ
れ

ば
出
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

A
E
D
講
習
や
心
肺
蘇
生
の
方
法
を

市
民
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

出
前
講
座
を
行
う
こ
と
で
、
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
防
災

・
消
防
団
の
普

及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
『
そ
の
時

々
で
参
加
で
き
る
人
が
参
加
す
る
』

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

友
人
や
先
輩
か
ら
の
誘
い
が
き
っ
か

け
で
入
団
し
た
団
員
が
多
い
で
す
。

友
人
の
誘
い
で
入
団
し
た
方
も
い
ま

す
が
、
人
材
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
女
性

団
員
の
話
を
聞
い
て
入
団
を
決
め
た

方
も
い
ま
す
。

平
成
10
年
は
1
0
0
0
名
を
超
え
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
6
5
0
名
で

す
。
平
均
年
齢
も
10
年
前
は
34
歳
で

し
た
が
、
現
在
は
39
歳
で
す
。
新
入

団
員
が
な
か
な
か
入
っ
て
来
な
い
の

が
現
状
で
す
。

消防団は地域の安心 ・ 安全を守るために活動を

行っています。 入団のきっかけから、 活動内容、

そして現在直面している課題について、 消防団

員の生の声をお届けします。

今回は生井澤団長、 岡見副団長に加えて女性団

員の村田さんと中村さんにお話を伺いました !

命
を
守
る
ま
ち
の
ヒ
ー
ロ
ー
　

鹿
嶋
市
消
防
団

特集

活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

消
防
団
へ
入
団
し
た
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
。

現
在
の
消
防
団
員
数
や
年
齢
層
の
推
移
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

fire brigade 

生
井
澤団

長

生
井
澤団

長

岡
見副

団
長

中
村
さ
ん

村
田
さ
ん
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女
性
団
員
は
、
人
材
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
き
っ
か
け
に
増
加
し
、
5
名
か
ら

12
名
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
も
っ

と
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
に
P
R
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

最
低
限
必
要
な
訓
練
や
競
技
大
会
な

ど
、
消
火
活
動

・
災
害
活
動
に
関
わ

る
行
事
な
ど
は
継
続
し
つ
つ
、
必
ず

し
も
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
活
動
や

会
議
を
減
ら
す
こ
と
で
、
団
員
の
負

担
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
時
間
に
及
ぶ
消
火
活
動
な

ど
に
対
し
て
は
、
時
間
に
応
じ
て
報

酬
を
上
げ
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

ま
す
。

分
団
に
よ
る
地
域
ご
と
の
夜
警
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

防
災
は
特
別
な
も
の
、
大
変
な
も
の

と
捉
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、

防
災
カ
ル
タ
な
ど
を
使
う
こ
と
で
楽

し
く
学
び
、
防
災
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
各
種

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
地
域
を

守
る
た
め
に
消
防
団
が
先
陣
を
き
っ

て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
有
事
の
際

に
は
、
想
定
外
の
事
態
が
起
き
ま
す

が
、
ま
ち
を
守
る
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
取
材
を
通
し
て
、
消
防
団
が
新

し
い
考
え
方
を
取
り
込
む
こ
と
で
よ

り
深
く
地
域
に
根
付
い
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
命
を
守
る
、
ま
ち
を
守
る
ヒ
ー

ロ
ー
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
学
校
な
ど
で
の
出
前
講
座
も
実

施
し
て
い
き
、
一
次
応
急
処
置
や
防

災
に
つ
い
て
、
よ
り
身
近
な
も
の
と

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

InstagramFacebook

女性消防団では、Facebook と Instagram で 女性消防団では、Facebook と Instagram で 

様々な情報を発信しています。ぜひ見てみてください !様々な情報を発信しています。ぜひ見てみてください !

団
員
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

取
材
を
終
え
て

地
域
の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

生
井
澤団

長

岡
見副

団
長

村
田
さ
ん

村
田
さ
ん

議
員
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令和 6 年度鹿嶋市一般会計補正予算などについて審議
6 月 3 日～ 6 月 20 日の 18 日間、 令和 6 年第 2 回定例会が開催され、 市長から提出された 23 件の議案や
議会へ提出された 1 件の請願、 委員会から提出された 2 件の意見書を審査しました。 議決結果は次のとおりです。

番　　号 議　　案　　名 概　　　　　　要　 結　果

市長から提出された議案 23 件

議案第 29 号
令和 6 年度鹿嶋市一般会計補正

予算 （第 1 号）
9 億 3,743 万 6 千円を追加 （総額 242 億 4,443 万 6 千円） 原案可決

議案第 30 号

鹿嶋市行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人

番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部を改正

する条例

医療福祉費支給事務において利用する特定個人情報として、 医療に関する

給付の支給又は保険料の徴収に関する情報を追加するため、 条例の一部を

改正するもの。

原案可決

議案第 31 号

鹿嶋市特定教育 ・ 保育施設及び

特定地域型保育事業並びに特定

子ども ・ 子育て支援施設等の運

営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例

アナログ規制の見直し等を行うため、 条例の一部を改正するもの。 原案可決

議案第 32 号

鹿嶋市家庭的保育事業等の設備

及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例

小規模保育事業所及び事業所内保育事業所の保育士及び保育従事者の配

置基準を見直すため、 条例の一部を改正するもの。
原案可決

議案第 33 号

から

議案第 46 号

鹿嶋市農業委員会委員の任命に

ついて

鹿嶋市農業委員会委員の任命について、 議会の同意を求めるもの。 任期

は、 令和 6 年 8 月 27 日から 3 年間。 

　出頭　勝美 （再任） 　/　橋 本 　 　 正 （再任）

　山本　清治 （再任）   /　大 槻 　 勝 敏 （再任）

　清宮　茂信 （再任）   /　野 口 　 嘉 德 （再任）

　大川　喜美 （再任）   /　笹本真由美 （再任）

　桐澤いづみ （再任）   /　笠 貫 　 順 一 （再任）

　今村　太一 （再任）   /　日向寺正志 （新任）

　田口　　茂 （新任）   /　谷田川延秀 （新任）

原案同意

議案第 47 号
茨城県後期高齢者医療広域連合

規約の変更について

「被保険者証」 等の文言の整理等を行うため、 規約の変更について議会の

議決を求めるもの。
原案可決

議案第 48 号 市道路線の変更について
路線の一部が一般交通の用に供されていない林地内、 宮中地内及び鰐川地

内の道路 5 路線を変更するもの。
原案可決

報告第 1 号

専決処分について （鹿嶋市医療

福祉費支給に関する条例の一部

を改正する条例）

令和 6 年 4 月 1 日から重度心身障害者医療福祉制度の対象者を拡大する

ため、 条例の一部の改正について、 議会の承認を求めるもの。
原案承認

報告第 2 号

専決処分について （鹿嶋市国民

健康保険税条例の一部を改正す

る条例）

国民健康保険税の軽減対象世帯を拡大するため、 条例の一部の改正につい

て、 議会の承認を求めるもの。
原案承認

報告第 3 号
専決処分について （鹿嶋市税条

例の一部を改正する条例）

個人住民税の定額減税等についての規定を整備するため、 条例の一部の改

正について、 議会の承認を求めるもの。
原案承認

議会に提出された請願　1 件

令和 6 年 

請願第 1 号

鹿行地域の医療体制充実 ・ なめ

がた地域医療センターの機能回

復を、 市議会として、 茨城県と

茨城県厚生連に求める請願

なめがた地域医療センターが公的医療機関としての役割を十分に果たし、

鹿行地域の医療を支える役割を担えるよう、 要望するもの。
趣旨採択

委員会から提出された意見書  2 件

意見書第 1 号
鹿行地域医療体制の充実を求め

る意見書

地方自治法第 99 条の規定に基づき県へ意見書を提出するもの。 

詳細は 6 ページへ !
原案可決

意見書第 2 号
地域医療の維持に向けた国の支

援を求める意見書

地方自治法第 99 条の規定に基づき国会及び関係省庁へ意見書を提出する

もの。 　詳細は 6 ページへ !
原案可決

6 
定例会

月
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証
を
紐
づ
け
る
こ

と
は
反
対
で
あ
る
。
今
回
の
規
約
変
更
は
、
健
康
保
険

証
を
紐
づ
け
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
使
用
を
前

提
と
す
る
制
度
の
施
行
が
迫
っ
て
い
る
た
め
行
っ
た
も
の

だ
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
紐
づ
け
に

よ
る
医
療
現
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
多
岐
に
わ
た
り
、
一
向

に
な
く
な
ら
ず
、
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
医
療
現

場
が
さ
ら
に
混
乱
す
る
の
は
必
至
で
あ
る
た
め
、
反
対

と
す
る
。

議
案
第
30
号　

鹿
嶋
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
47
号　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

請
願
提
出
時
の
署
名
数
は
2
0
0
0
を
超
え
て
お
り
、

現
在
は
3
0
0
0
を
超
え
て
い
る
。
医
療
が
後
退
し
て

い
く
地
元
へ
の
思
い
が
集
ま
っ
た
請
願
だ
っ
た
と
思
う

が
、
趣
旨
採
択
と
な
り
、
非
常
に
残
念
に
感
じ
て
い
る
。

本
来
で
あ
れ
ば
反
対
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
委
員
会
か
ら

意
見
書
を
提
出
す
る
と
伺
っ
て
い
る
た
め
、
じ
く
じ
た
る

思
い
で
は
あ
る
が
賛
成
と
す
る
。

請
願
第
1
号　

鹿
行
地
域
の
医
療
体
制
充
実
・
な
め
が

た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
回
復
を
、
市
議
会
と
し

て
、
茨
城
県
と
茨
城
県
厚
生
連
に
求
め
る
請
願

討
論

賛成 = ○、 反対 = ×、 棄権 = △、 欠席 = －    ※内田政文議長は、 採決に加わりません。

議員賛否一覧表

反
対
反
対      

立
原
弘
一
議
員

立
原
弘
一
議
員

賛
成
賛
成      

立
原
弘
一
議
員

立
原
弘
一
議
員

議会議会
＼豆知識／＼豆知識／採

択

不
採
択

趣
旨
採
択 趣旨採択とは？

請願・陳情に対する議会の意思決定は、基本的には 「採択」 か 「不採択」

の２種類になります。 ただし、 請願についての願意は理解できても、 実

現性の面で確信がもてない場合は 「採択」 とすることができないため、

「趣旨には賛成である」 という意味の議決をすることがあります。 その

趣旨のみを取り上げることから 「趣旨採択」 と呼ばれます。

賛否が分かれた議案と 

議員 (会派） の賛否結果

未来かしま
公明

かしま

日
本
共
産
党

幹会 有志の会

根

崎
　

彰 

池
田　

芳
範

小
池　

み
よ
子

栗
林　

京
子

笹
沼　

康
弘

内
野　

敬
仁

中

薗
　

薫

樋
口　
龍
章

山
口　

哲
秀

横
山　

揚
久　

立
原　

弘
一

宇
田　

一
男

菅

谷
　

毅

舛
井　

明
宏

田

口
　

茂

河

津
　

亨

佐
藤　

信
成

斉
藤　

裕
樹

加

勢
　

誠

議案第 30 号　鹿嶋市行政手続に

おける特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定

個人情報の提供に関する条例の

一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 47 号　茨城県後期高齢者

医療広域連合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第 1 号　鹿行地域の医療体制の

充実 ・ なめがた地域医療センターの

機能回復を、 市議会として、 茨城県

と茨城県厚生連に求める請願

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書第 1 号　鹿行地域医療体制

の充実を求める意見書
△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書第 2 号　地域医療の維持に

向けた国の支援を求める意見書
△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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【意見書の提出先】　衆議院議長、 参議院議長、 内閣総理大臣、 財務大臣、 総務大臣、 厚生労働大臣

　国民皆保険制度により、 日本では 「誰でも ・ どこでも ・ いつでも」 安心した医療提供が受けられる体制としている

ものの、 近年では、 高齢化の進展や人口減少、 更には医師の働き方改革、 医療従事者の人的資源の減少等により、

医療を取り巻く環境は多くの課題を抱えている。

　特に、 本市を含む鹿行保健医療圏においても、 ここ数年来で、 二次救急病院の統合や縮小が行われ、 医療資源が

大幅に縮減されたことで、 都市部と地方の医療格差が顕在化している状況にあり、 とりわけ医師の確保が困難な状

況にある。 ここ鹿行保健医療圏での人口１０万人当たりの医師数は、 ９３．６人であり、 県平均２０３．６人、 全国平均

２６９．２人を大きく下回っている状況である。

　既に、 公的病院の正常運営にも影響を及ぼしていることから、 国においては、 地域医療における地域間格差の是

正を図り、 誰もが安心して医療を受ける環境づくりを行うよう、 支援強化を強く要望する。

記

１　国は、 地方への医師をはじめとする医療従事者の地域間格差の是正に向け、 抜本的な改革などについて継続して

積極的に取り組むこと。

２　国は、 地域医療を担っている二次救急医療機関の運営の現状を調査し、 必要に応じ、 安定的な運営に資する積極

的な支援を行うこと。

以上、 地方自治法第９９条の規定に基づき、 意見書を提出する。

【意見書の提出先】 茨城県

　本県は、 医師数や看護師数 ・ 病院数など多くの医療指標が全国平均を下回っており、 その中でも、 県の医師確保

計画によると、 鹿行地域は、 多くの指標で県内最下位となっている。 令和５年の時点で、 県内の地域枠修学生医師

２０５名のうち、 鹿行保健医療圏で勤務する修学生医師はわずか２名という状況が、 医師不足地域の原因の一つでも

ある。 特に、 近年では、 鹿島労災病院 ・ 神栖済生会病院の統合や、 なめがた地域医療センターの診療所化などが行

われる中、 多くの鹿行地域住民は、 救急医療に対し危機感を抱いている。

　このような状況にある鹿行地域の医療の維持と更なる充実を図るには、 現在機能縮小している行方市唯一の病院

である、 なめがた地域医療センターの病院機能としての安定的な維持 ・ 回復が有効である。

　しかし、 現在なめがた地域医療センターでは、 医師の働き方改革や物価の高騰等が、 経営に大きな影響を及ぼし

持続可能な医療体制の確保に課題を有していることから、 茨城県に対し、 なめがた地域医療センターが公的医療機関

としての役割を十分に果たし、 鹿行地域の医療を支える役割を担えるよう、 下記の事項について強く要望する。

記

1　茨城県は、 鹿行地域の医療体制の維持 ・ 充実を図るため、 鹿行地域の医療機関に応じた、 医師確保と運営費等

について支援を行うこと。

２　茨城県は、 なめがた地域医療センターの現行の外来・透析センターを含めた部門の安定的な診療体制維持のため、

積極的な支援を行うこと。

３　地域枠の拡大等により今後修学生医師の増加が見込まれることから、 茨城県は研修機能が虚弱な鹿行保健医療圏

において、 早急に教育 ・ 研修体制の充実を図り、 鹿行地域で勤務する修学生医師を増加させること。

以上、 地方自治法第９９条の規定に基づき、 意見書を提出する。

県及び国へ意見書を提出しました！県及び国へ意見書を提出しました！

鹿行地域医療体制の充実を求める意見書鹿行地域医療体制の充実を求める意見書

地域医療の維持に向けた国の支援を求める意見書地域医療の維持に向けた国の支援を求める意見書
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FMかしまで
一般質問のライブ放送を行っています！

いざという時のために、ラジオを身近に—
「76.7 メガヘルツ」エフエムかしまです！

エフエムかしまは地域のラジオ局として、 災害時には各機関と連携し 

いち早く皆様へ情報を発信できるよう訓練しています。

災害はいつどこで起きるかわかりません。

生活にラジオを、 防災にラジオを、 もっと身近にラジオを————

　エフエムかしまでは鹿嶋市議会の一般質問をライブ配

信しています。 ラジオをお持ちでない方も、 スマートフォ

ンやタブレット、 パソコンなどから簡単に視聴できます。

スマートフォンの方は左の二次元コードをカメラアプリで

読み取るとすぐに聞くことができます。

【一般質問の YouTube 配信】

一般質問の様子を YouTube で録画配

信しています。

【本会議の音声公開】　　　　　　　　

本会議の音声データを会議録検索システ

ムに議事録が掲載されるまでの間、 公開

しています。

【会議録検索システム】

鹿嶋市議会のホームページ内にある会議

録検索システムで、 各会議の議事録をご

覧いただけます。

本市議会の音声公開や YouTube 配信を行っています！

76.7MHz
マスコットキャラクターの
ナルナちゃんが目印！
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6
月
13
日
に
開
催
し
た
予
算
決
算
常
任

委
員
会
で
は
、
補
正
予
算
1
件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑

■
議
案
第
29
号　

令
和
6
年
度
鹿
嶋
市
一

般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

問
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
支
援
の
た
め

の
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
実
施
に
よ
る
通
常
の
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
額
へ
の
影
響
は
。

答
過
去
2
か
年
度
の
実
績
で
は
、
寄

附
額
が
増
加
し
た
年
と
減
少
し
た

年
が
あ
り
、
相
関
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。

市
と
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
と
の
関
係
性
を

強
く
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
通
常
の
ふ
る

さ
と
納
税
で
も
良
い
方
向
へ
働
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
今
回
の
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
寄
附
額
か

ら
市
が
受
け
取
る
額
の
算
定
方
法
と
過
去

の
状
況
は
。

答
寄
附
受
入
額
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
募
集
に
係
る

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
費
用
を
控
除

し
た
額
の
10
％
を
市
が
受
け
取
る
。
事
業

の
実
施
に
あ
た
り
、
市
と
し
て
の
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
と
持
続
的
な
取
組
み
と
し
て
定

着
さ
せ
づ
ら
い
た
め
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
今
年
度
か
ら

10
％
の
額
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

過
去
2
か
年
度
に
つ
い
て
は
、
市
の
取
り

分
は
な
か
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
2
件
の
議
案

を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
号
30
号　

鹿
嶋
市
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例問

特
定
個
人
情
報
の
情
報
連
携
に
つ

い
て
具
体
的
に
伺
う
。

答
医
療
福
祉
費
支
給
事
務
に
お
い

て
受
給
者
証
を
発
行
す
る
際
に
、

保
険
資
格
情
報
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
、
申
請
者
に
は
保
険
証
を
持
参
し
て
も

ら
い
手
続
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
多
く

の
方
が
マ
イ
ナ
保
険
証
に
移
行
す
る
と
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
す
る
だ
け

で
は
そ
の
券
面
上
で
保
険
資
格
情
報
が
確

認
で
き
な
い
た
め
、
情
報
連
携
の
シ
ス
テ

ム
を
経
由
し
て
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る

も
の
。

一
部
の
独
自
基
準
と
は
何
か
。

答
市
の
医
療
福
祉
費
支
給
事
務
や

地
方
税
事
務
な
ど
独
自
に
使
用

す
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
も
の
。

問 

医
療
福
祉
費
支
給
制
度
に
よ
る

情
報
連
携
で
健
康
保
険
の
情
報

を
取
得
す
る
場
合
、
必
要
と
な
る
情
報
は

誰
の
も
の
か
。

答
受
給
者
本
人

（
子
ど
も
の
医
療

福
祉
費
で
あ
れ
ば
子
ど
も
）
の
情

報
を
収
集
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承

認
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
補
正

予
算
等
を
審
査

特
定
個
人
情
報
の
情
報
連
携
に
関
す
る
条
例
改
正
等

を
審
査

予 算 決 算 常 任 委 員 会

※
ふ
る
さ
と
納
税
型

 

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

自
治
体
が
主
体
と
な
り
、
寄
附
金
の
使

い
道
を
具
体
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
、

共
感
し
た
方
か
ら
寄
附
を
募
る
仕
組
み
。

過
去
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
支
援
の
た

め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
鹿
嶋
市
、
潮
来

市
、
行
方
市
で
計
4
回
実
施
し
た
。
今

年
度
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
練
習
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
排
水
施
設
な
ど
の
改
修
に
充
て
る
。

総 務 生 活 委 員 会

問

●
委
員
会
の
活
動
●

※
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
4
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　
　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思

（可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

※
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答

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
5
件
の
議
案

と
1
件
の
請
願
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
意
見

■
議
案
第
32
号　

鹿
嶋
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

小
規
模
保
育
事
業
所
及
び
事
業
所
内
保

育
事
業
所
の
保
育
士
及
び
保
育
従
事
者
の

配
置
基
準
を
見
直
す
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

問
保
育
士
の
配
置
基
準
が
見
直
さ

れ
、
そ
の
分
保
育
が
行
き
届
く
よ

う
に
な
る
と
思
う
が
、
こ
の
基
準
の
配
置

は
可
能
な
の
か
。 

答
市
内
の
家
庭
的
保
育
事
業
所
等

は
、
全
て
0
～
2
歳
児
の
み
の
施

設
の
た
め
、
基
準
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
施
設
は
な
い
。

■
令
和
6
年
請
願
第
1
号　

鹿
行
地
域
の

医
療
体
制
充
実
・
な
め
が
た
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
の
機
能
回
復
を
、
市
議
会
と
し
て
、

茨
城
県
と
茨
城
県
厚
生
連
に
求
め
る
請
願

・

　

都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
1
件
の
議
案

を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
48
号　

市
道
路
線
の
変
更
に
つ

い
て

　

路
線
の
一
部
が
一
般
交
通
の
用
に
供
さ

れ
て
い
な
い
林
地
内
、
宮
中
地
内
及
び
鰐

川
地
内
の
道
路
5
路
線
を
変
更
す
る
も
の
。

問
市
道
7
2
4
4
号
線
の
払
い
下
げ

は
無
償
な
の
か
有
償
な
の
か
。

有
償
で
の
払
い
下
げ
と
な
る
。

問
市
道
7
2
4
4
号
線
の
払
い
下
げ

の
理
由
は
。

答
地
区
か
ら
、
現
在
市
道
上
に
墓
地

が
あ
る
こ
と
か
ら
無
番
地
と
な
っ

て
お
り
、
墓
地
登
録
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
払
い
下
げ
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
っ
た
。

問
市
道
5
1
6
2
号
線
、
5
2
4
2

号
線
、
5
5
3
3
号
線
は
接
続
点

で
細
か
く
分
か
れ
て
い
る
が
、
市
道
を
ま

と
め
た
ほ
う
が
管
理
し
や
す
い
の
で
は
な

い
か
。

答
状
況
に
応
じ
将
来
的
に
は
ま
と
め

て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　

採
決
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
全
員
賛

成
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。

保
育
士
及
び
保
育
従
事
者
の
配
置
基
準
を
見
直
す
条

例
改
正
等
を
審
査

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
審
査

文 教 厚 生 委 員 会

都 市 経 済 委 員 会

新基準 旧基準

3 歳児 概ね 15 人に 1 人 概ね 20 人に 1 人

4 歳以上児 概ね 25 人に 1 人 概ね 30 人に 1 人

	
番地先の表示

起点 終点

3389 号線 林字大津茂 181 番地先 林字陰見 153 番 2 地先

5162 号線 宮中字宮中野 3698 番地先 宮中字宮中野 3777 番 1 地先

5242 号線 宮中字宮中野 3715 番地先 宮中字宮中野 3719 番 2 地先

5533 号線 宮中字宮中野 3777 番 1 地先 宮中字宮中野 3697 番 1 地先

7244 号線 鰐川字鰐川 126 番 2 地先 鰐川字鰐川 126 番 1 地先

行
方
の
医
療
充
実
は
必
要
だ
が
、

機
能
回
復
の
実
現
は
難
し
い
。

な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

の
縮
小
に
よ
り
、
鹿
嶋
市
の
医
療

機
関
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
も
考
慮
す
べ

き
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承

認
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
6
年
請
願
第
1
号
に
つ
い
て
は

全
会
一
致
で
趣
旨
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と

決
定
し
ま
し
た
。

意
見

意
見
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栗
林　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
疲
弊
し
た

観
光
産
業
も
順
調
に
回
復
し
て
お
り
、
新

た
な
振
興
策
を
展
開
す
る
絶
好
の
機
会

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
の
観

光
振
興
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

観
光
客
を
増
や
す
施
策
だ
け

で
は
な
く
、
稼
げ
る
観
光
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
観
光
客
が
多
く

訪
れ
る
鹿
島
神
宮
、
そ
し
て
鹿
島
ア
ン

ト
ラ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
焦
点
を
当

て
、
観
光
客
に
購
入
い
た
だ
く
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
稼
げ
る

施
策
を
構
築
し
て
い
く
。
そ
れ
が
出
来

上
が
れ
ば
、
市
内
全
体
に
横
展
開
を
図
っ

て
い
く
こ
と
で
、
市
全
体
の
観
光
振
興
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

栗
林　

鹿
嶋
の
海
は
海
水
浴
や
潮
干

狩
り
、
工
場
夜
景
な
ど
様
々
な
観
光
要

素
が
あ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
活
性
化
が

期
待
で
き
る
。
鹿
嶋
の
海
を
活
用
し
た　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
造
成
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
　

経
済
振
興
部
長　

海
の
み
な
ら
ず
鹿

島
神
宮
や
サ
ッ
カ
ー
観
戦
を
は
じ
め
、
北

浦
や
鹿
島
灘
で
の
釣
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

等
の
自
然
体
験
な
ど
、
ど
の
観
光
資
源

の
組
合
せ
で
も
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
本
市
を
訪
れ
た
方
に
鹿
嶋
の
観
光

資
源
を
巡
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
滞
在
時

間
を
延
ば
し
、
経
済
効
果
に
つ
な
が
る

取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

栗
林　

聖
地
巡
礼
に
よ
る
ア
ニ
メ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
市
の
考
え
を
伺

う
。

　
　
　

経
済
振
興
部
長　

観
光
資
源
を
全
国

的
に
広
く
P
R
し
注
目
度
を
上
げ
る
こ

と
で
、
ア
ニ
メ
の
題
材
と
な
り
聖
地
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続

き
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
れ
ば

効
果
的
な
の
か
を
含
め
、
調
査
研
究
し

て
い
く
。

質問

 

観
光
振
興
に
つ
い
て

問

問

問 答

答 答

栗
くりばやし

林　京
き ょ う こ

子 議員

※
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、
文
化
体
験

の
3
要
素
の
う
ち
2
つ
以
上
で
構
成
さ

れ
る
旅
行

　　人の

議員が
登壇！

＼ここが知りたい！／

一 般 質 問
一般質問とは、 議員が市政全般にわたり、 市長などの執行機関に対し、 事務の執行状況や将来に対する方針など

について質問したり、 あるいは報告、 説明を求めたりするものです。

掲載した内容の詳細は、 鹿嶋市議会のホームページにある

「一般質問通告一覧」 をご利用ください。

質問者 質問項目 ページ 質問者 質問項目 ページ

栗 林 　 京 子 ・ 観光振興について 10 横 山 　 揚 久
・ クーリングシェルター設置計画

について
・ 帯状疱疹ワクチンについて

13

中 薗 　 薫
・ ホテル誘致計画について
・ ユーチューブ活用について

11 佐 藤 　 信 成
・ 副市長の体制について
・ おくやみコーナーについて

14

加 勢 　 誠
・ ラーケーションについて
・ クーリングシェルターについて

11 菅 谷 　 毅

・ 公共サービスに係る職員の処
遇改善について

・ 公契約条例について
・ 公共施設について

14

小池　みよ子
・ 少人数学級について
・ 学校の統廃合について
・ 図書館司書について

12 山 口 　 哲 秀

・ 認知症本人 ・ 介護者交流会に
ついて

・ 5 歳児健診について
・ 学校体育館のエアコン設置に

ついて

15

宇 田 　 一 男
・ 部活動の地域移行について
・ 中学校の適正化について

12 立 原 　 弘 一
・ 給食費無償化について 
・ 人口減少対策について

15

樋 口  龍 章 ・ 避難所の環境整備について 13

※
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中
薗　

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
試
合

観
戦
や
鹿
島
神
宮
な
ど
の
参
拝
客
が
日

帰
り
で
帰
っ
て
し
ま
う
が
、
徒
歩
で
行

け
る
と
こ
ろ
に
宿
泊
地
が
あ
れ
ば
、
経

済
効
果
を
か
な
り
期
待
で
き
る
。
ホ
テ

ル
の
誘
致
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

政
策
企
画
部
長 

市
民
や
サ
ポ
ー

タ
ー
な
ど
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
宿
泊
し
な

い
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
が
、
「
試
合

開
催
日
に
利
用
し
た
い
店
舗
や
施
設
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
」
と
い
う
問

い
に
対
し
、
宿
泊
施
設
は
遠
方
か
ら
お

見
え
に
な
る
方
か
ら
、
利
用
し
て
み
た

い
施
設
と
し
て
多
く
の
回
答
を
得
た
。

そ
の
た
め
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
企
業
誘
致

に
つ
い
て
は
、
行
政
の
視
点
だ
け
で
な

く
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
や
ア
イ

デ
ア
、
そ
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活

用
で
き
る
よ
う
、
民
間
事
業
を
推
進
す

る
た
め
の
体
制
や
仕
組
み
づ
く
り
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

中
薗　

鹿
嶋
市
の
P
R
方
法
と
し
て

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
P
R
を
し
て
は

い
か
が
か
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
利
用
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

ど
の
部
署
で
、
ど
の
内
容

が
効
果
的
に
活
用
で
き
る
の
か
を
検
討

し
、
通
常
の
業
務
と
動
画
作
成
に
割
く

時
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
上
で
活

用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
動
画
の
ス
ト
ッ
ク
が
可
能

と
な
る
観
光
分
野
や
歴
史
分
野
に
つ
い

て
は
月
に
1
本
程
度
作
成
し
、
数
年
単

位
で
ス
ト
ッ
ク
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

で
、
価
値
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の

内
容
や
品
位
、
そ
し
て
正
確
性
、
公
益

性
を
十
分
に
考
慮
し
て
行
う
必
要
が
あ

る
た
め
、
多
く
の
人
の
注
目
を
集
め
る

動
画
を
生
み
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り

な
が
ら
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
活
用
に
つ
い

て
は
進
め
て
い
き
た
い
。

　　
　

 

加
勢　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
は
、

休
み
を
と
る
こ
と
の
出
来
な
い
ご
家
族

が
、
学
び
楽
し
み
、
ま
た
は
悩
み
な
ど
を

解
決
す
る
時
間
と
な
る
。
6
月
1
日
よ

り
開
始
さ
れ
る
が
、
市
と
し
て
期
待
す
る

こ
と
や
導
入
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

児
童
生

徒
が
保
護
者
と
一
緒
に
見
学
や
体
験
活

動
を
す
る
、
土
日
だ
と
な
か
な
か
行
け
な

い
場
所
で
学
ぶ
、
そ
の
中
で
多
く
の
人
と

触
れ
合
う
こ
と
は
よ
い
機
会
だ
と
考
え
、

本
市
で
は
導
入
を
決
め
た
。
こ
れ
ら
の
経

験
が
、
教
育
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
や
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
児
童
生
徒
が
悩
み

や
不
安
を
家
族
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と

で
、
不
登
校
の
未
然
防
止
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

　
　
　

加
勢　

ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
検
討
が
必
要
だ

と
思
う
。
高
松
緑
地
公
園
管
理
棟
な
ど
、

市
主
催
で
行
う
大
会
等
で
管
理
棟
の
一

室
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
開

放
し
た
ら
い
か
が
か
。
ま
ず
は
実
行
可
能

な
と
こ
ろ
か
ら
手
を
つ
け
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

管
理
棟

の
一
室
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し

て
開
放
す
る
こ
と
は
、
熱
中
症
の
初
期

症
状
が
現
れ
た
選
手
や
関
係
者
が
休
息

し
、
体
温
を
下
げ
る
た
め
の
場
所
と
し
て

適
し
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。
熱
中
症

特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
表
前
に
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
開
放
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
検
証
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
ま
ず

は
7
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
鹿
嶋
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
検
証
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
市
の
不
登
校
生
徒
数
の
把
握

・
対
策

に
つ
い
て

ホ
テ
ル
誘
致
計
画
に
つ
い
て

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
活
用
に
つ
い
て

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て 

問

問

問

問

答

答

答

答

加
か せ

勢 　 誠
まこと

議員

中
な か ぞ の

薗 　 薫
かおる

議員

※
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

平
日
に
児
童
生
徒
が
家
の
人
な
ど
と
一

緒
に
、
思
い
や
悩
み
、
不
安
に
つ
い
て
家

族
と
一
緒
に
考
え
る
時
間
を
取
る
こ
と
。

※
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

熱
中
症
予
防
を
目
的
と
し
た
避
難
所

※

※
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宇
田　

部
活
動
の
地
域
移
行
を
既
に

実
践
し
て
い
る
市
も
あ
り
、
本
市
に
お
い

て
も
研
究
を
進
め
て
い
る
と
思
う
が
、
現

在
の
部
活
動
地
域
移
行
に
関
す
る
協
議

の
経
過
や
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

教
育
長　

令
和
４
年
８
月
に
、
鹿
嶋

市
部
活
動
改
革
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

中
学
校
の
代
表
者
や
保
護
者
、
ス
ポ
ー
ツ

協
会
あ
る
い
は
文
化
協
会
等
の
代
表
者

を
委
員
と
し
て
協
議
を
開
始
し
て
い
る
。

ま
ず
は
休
日
の
部
活
動
か
ら
地
域
移
行

す
る
こ
と
、
運
動
部
系
は
か
し
ま
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
、
文
化
部
系
は
鹿
嶋
市
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
が
実
施
主
体
と
な
っ

て
推
進
す
る
こ
と
な
ど
の
共
通
認
識
を

図
っ
た
。
指
導
者
の
確
保
や
移
動
手
段
な

ど
課
題
は
多
く
あ
る
が
、
市
の
現
状
に

合
っ
た
地
域
移
行
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
部
活
動
指
導
員
の

配
置
を
計
画
し
て
い
る
。
部
活
動
指
導

員
の
配
置
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
専
門

的
な
技
術
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

教
員
に
と
っ
て
も
、
部
活
動
に
関
す
る
負

担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。
今
後
は
、
検

討
委
員
会
で
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
、
今

年
度
中
に
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
。

　
　
　

宇
田　

今
後
、
少
子
化
に
よ
り
中
学

校
生
徒
数
の
規
模
は
縮
小
し
て
い
く
た

め
、
授
業
や
部
活
動
が
難
し
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
校
舎
に
つ
い
て
も
、

維
持
管
理
費
は
増
加
し
て
い
く
こ
と
か

ら
、
中
学
校
自
体
の
適
正
化
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

教
育
長　

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し

て
お
り
、
５
つ
の
中
学
校
は
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
一
番
規
模
の
小
さ
い
高

松
中
学
校
に
お
い
て
も
、
複
式
学
級
と

な
る
こ
と
は
見
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
、
過
小
規
模
と
な
っ
て

い
る
小
学
校
の
適
正
化
を
優
先
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
。

【こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
生
徒
数
減
少
に
よ
る
部
活
動
休
止
や
廃

止
状
況
等
に
つ
い
て

・
部
活
動
指
導
者
の
人
材
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　

小
池　

小
学
１
、
２
年
生
は
、
１
ク

ラ
ス
の
上
限
を
30
人
と
し
て
き
た
が
、
今

年
か
ら
35
人
が
上
限
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

改
善
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

県
や
国

の
基
準
改
定
に
よ
っ
て
、
学
級
規
模
の
適

正
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
現
在
は
小
学

５
学
年
ま
で
が
35
人
以
下
学
級
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
市
独
自
の
制
度
は
役
割
を

終
え
た
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
県
の
教

員
採
用
試
験
の
受
験
資
格
の
緩
和
に
よ

り
、
本
市
で
採
用
し
て
い
た
教
諭
が
県
の

教
諭
と
し
て
採
用
さ
れ
た
た
め
、
人
材

確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
ど
の
学
年
も
35
人
以
下
学

級
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　

小
池　

複
式
学
級
で
授
業
を
行
っ
て

い
る
学
校
が
２
校
あ
る
。
学
校
の
統
廃
合

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

教
育
長　

教
育
懇
談
会
に
お
い
て
、

複
式
学
級
が
あ
る
過
小
規
模
校
の
改
善

が
見
込
め
な
い
こ
と
や
過
小
規
模
校
を

存
続
さ
せ
る
こ
と
へ
の
不
安
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
統
合
に
向
け
て
検
討

す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
判
断
を
し
た
。

今
年
度
中
に
学
校
の
統
合
検
討
基
準
を

明
確
に
し
、
市
民
へ
公
表
す
る
こ
と
で
、

理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
統
合
検
討
基
準
に
当
て
は

ま
る
学
校
が
す
ぐ
さ
ま
統
合
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
様
々
な
課
題
を
洗
い
出
し
、

協
議
を
開
始
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

小
池　

図
書
館
司
書
が
専
任
の
学
校

が
あ
れ
ば
、
兼
任
の
学
校
も
あ
る
。
教

育
機
会
を
等
し
く
す
る
と
い
う
意
味
で

も
、
全
て
の
学
校
で
専
任
に
す
べ
き
だ
と

思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

児
童
生

徒
と
の
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な

ど
を
通
し
て
、
読
む
こ
と
や
調
べ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
、
専
任
校
と
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
も
各
学
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
現

状
の
体
制
で
推
進
し
て
い
く
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

中
学
校
の
適
正
化
に
つ
い
て

少
人
数
学
級
に
つ
い
て

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

図
書
館
司
書
に
つ
い
て

問

問

問

問

問

答

答

答

答 答

宇
う だ

田　一
か ず お

男 議員

小
こ い け

池　み
み よ こ

よ子 議員

質問

録画映像録画映像

録画映像録画映像
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樋
口　
避
難
所
に
は
飲
食
料
品
の
確

保
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
も
必
要
で
あ
る
。
日
頃
付
き
合
い

の
な
い
方
々
が
一
緒
に
生
活
を
す
る
こ

と
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
は
、
想
像
以
上
の
も

の
が
あ
る
と
思
う
。
鹿
嶋
市
で
は
、
ど

の
よ
う
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長　

段
ボ
ー
ル
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
や
感
染
予
防
テ
ン
ト
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
空
間
の
確

保
に
努
め
て
い
く
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
避
難
所
の
一
つ
で
あ
る
高
正
Ｕ

＆
Ｉ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

（
鹿
嶋
勤
労
文
化

会
館
）
は
、
複
数
の
部
屋
を
有
し
て
い

る
た
め
、
高
齢
者
や
お
子
様
連
れ
な
ど
、

様
々
な
視
点
か
ら
避
難
者
に
配
慮
し
た

専
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
今
後
も
避
難
さ
れ
た
方
々
の
ス
ト

レ
ス
が
緩
和
さ
れ
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
な
避
難
所
運
営
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
　

樋
口　
避
難
所
は
狭
い
空
間
の
中
に

多
く
の
人
間
が
生
活
を
し
て
い
る
た
め
、

感
染
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
何

ら
か
の
病
気
が
避
難
所
で
感
染
す
る
と
、

二
次
災
害
化
し
て
し
ま
う
と
思
う
が
、

感
染
症
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く

の
か
伺
う
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長　

ま
ず
11
の
公
民
館

を
指
定
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
こ
と

で
、
避
難
者
の
分
散
化
を
図
る
。
あ
わ

せ
て
、
段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
や
感

染
予
防
テ
ン
ト
の
活
用
、
定
期
的
な
換

気
、
手
洗
い
や
う
が
い
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ

ト
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
推
奨
し
、
出
入
口

へ
の
消
毒
液
の
設
置
、
受
付
時
や
定
時
の

検
温
及
び
健
康
状
態
の
確
認
な
ど
を
実

施
す
る
。
今
後
も
各
地
区
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
や
自
治
会
な
ど
と
連
携
し
、
実

践
的
な
訓
練
を
取
り
入
れ
な
が
ら
避
難

所
に
お
け
る
感
染
症
防
止
対
策
の
推
進

に
努
め
て
い
く
。

【こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
中
学
校
の
学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て

・
学
校
へ
の
ク
レ
ー
ム
対
策
に
つ
い
て

・
老
朽
化
し
た
建
物
の
実
態
把
握
及
び
耐

震
診
断
に
つ
い
て

　　
　
　

横
山　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
市
町
村
長
が

指
定
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
設
置
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長　

開
設
を
予
定
し
て

い
る
公
共
施
設
は
、
鹿
嶋
市
役
所
、
大

野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、

波
野
公
民
館
、
は
ま
な
す
公
民
館
、
カ

シ
マ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
民
間
施
設
に

お
い
て
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
チ
ェ

リ
オ
か
ら
内
諾
を
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た

ウ
ェ
ル
シ
ア
か
ら
は
、
市
内
に
あ
る
５
店

舗
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
開

放
し
た
い
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
、
事

務
手
続
を
進
め
て
い
る
。
開
設
期
間
に
つ

い
て
は
、
７
月
１
日
か
ら
10
月
23
日
ま
で

開
放
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
　
　

横
山　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
必
要
回
数
、

１
回
当
た
り
の
費
用
、
効
果
、
効
果
期
間

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
は
、
現
在
、
生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
が
薬
事
承
認
さ
れ
、
50
歳
以
上
を

対
象
と
し
た
任
意
接
種
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
。
生
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
回
数
１
回

で
、
費
用
は
１
万
円
程
度
、
発
症
予
防

効
果
は
接
種
１
年
後
で
約
70
％
、
効
果
の

持
続
性
は
５
年
ほ
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
回
数
が

２
回
で
、
一
回
の
費
用
は
２
万
3
0
0
0

円
程
度
で
合
計
４
万
6
0
0
0
円
程
度
、

発
症
予
防
効
果
は
接
種
１
年
後
で
約

97
％
、
効
果
の
持
続
性
は
９
年
以
上
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　

横
山　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る

方
に
対
し
て
、
市
で
補
助
を
行
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長　

現
在
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種
の
扱
い
で
あ
る

が
、
国
で
は
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
審

議
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
自
治
体
側
か
ら
も
定
期
接
種
化
へ
向

け
た
要
望
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
国
に
お
け
る
審
議
内
容
と

共
に
対
応
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

避
難
所
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
計
画

に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て 

問

問

問

問問

答

答

答答

答

横
よ こ や ま

山　揚
や す ひ さ

久 議員

樋
ひ ぐ ち

口　龍
た つ あ き

章 議員

録画映像録画映像
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菅
谷　

鹿
嶋
市
が
指
定
管
理
を
実
施

し
て
い
る
ウ
ェ
ル
ポ
ー
ト
鹿
嶋
の
郷
や
松

の
木
学
園
な
ど
、
介
護
等
の
福
祉
職
場

の
処
遇
改
善
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る

か
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長　

処
遇
改
善
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
国
の

取
り
組
み
を
も
と
に
茨
城
県
に
対
し
補

助
金
の
申
請
を
行
い
、
介
護
職
員
、
看

護
職
員
、
相
談
員
、
厨
房
職
員
、
事
務

員
等
を
対
象
と
し
た
処
遇
改
善
を
行
っ
た

と
伺
っ
て
い
る
。

　
　
　

菅
谷　

自
治
体
が
国
に
先
駆
け
て
、　　

公
契
約
条
例
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
だ

と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

総
務
部
長　

公
契
約
条
例
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
条
例
の
制
定
や
検
討
を
し
た

自
治
体
に
お
い
て
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
今
の
と
こ
ろ
条
例
を
制
定
す
る
予

定
は
な
い
。
条
例
の
制
定
よ
り
も
先
に
、

事
業
者
の
経
営
と
労
働
者
の
雇
用
環
境

の
安
定
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　

菅
谷　

公
共
施
設
の
管
理
は
、
行
財

政
改
革
の
重
要
な
中
心
課
題
で
あ
る
た

め
、
市
長
が
先
頭
と
な
っ
て
選
択
と
集
中

の
方
向
性
を
示
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
お

い
て
も
選
択
と
集
中
を
基
本
方
針
と
し
、

様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
、
私
自
身
が

リ
ー
タ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
推
進
し
て

い
く
。
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
地

域
特
性
の
考
慮
、
コ
ス
ト
の
分
析
評
価
、

市
民
感
情
へ
の
配
慮
の
3
つ
の
点
に
留
意

し
な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
＆
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
土
地
利
用
の
基
本
方
針
と
し
、
未

来
に
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
　

佐
藤　

国
と
の
関
係
性
を
強
め
る
た

め
に
、
副
市
長
２
人
体
制
は
有
効
だ
と

考
え
て
い
る
。
就
任
当
初
、
市
長
も
そ

の
考
え
を
持
っ
て
い
た
と
思
う
が
、
現
在

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

副
市
長
に
係
る
人
件
費
よ
り

も
、
国
会
議
員
や
国
土
交
通
省
を
通
じ

て
港
湾
整
備
等
に
関
す
る
要
望
や
意
見

等
を
行
う
ほ
う
が
、
先
進
的
取
組
に
つ

い
て
も
情
報
収
集
が
で
き
、
効
果
的
で

あ
る
と
判
断
し
た
。
鹿
嶋
市
の
発
展
の

た
め
に
国
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
市
政
発
展
の
た
め
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

佐
藤　
　

死
後
の
煩
雑
な
手
続
き
を
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
で
対
応
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
る
べ
き
と
、
昨
年
６
月
議
会

で
も
提
案
し
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長　

県
内
各
自
治
体
の

情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
本
市
で
は
７
月
１
日
か

ら
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す
る
運
び

と
な
っ
た
。
対
応
に
あ
た
っ
て
は
、
ウ
ェ

ブ
ま
た
は
電
話
で
の
事
前
予
約
制
と
し
、

実
際
の
手
続
き
は
申
し
込
み
受
付
日
か

ら
最
短
で
３
日
後
、
１
日
の
対
応
件
数
は

２
件
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
の

手
順
と
し
て
は
、
必
要
な
情
報
を
聞
き

取
り
、
必
要
書
類
な
ど
を
ご
遺
族
の
方

に
事
前
に
連
絡
し
、
当
日
は
担
当
職
員

が
あ
ら
か
じ
め
必
要
事
項
が
印
字
さ
れ

た
申
請
書
類
等
を
準
備
し
、
手
続
き
一

覧
表
を
も
と
に
順
番
を
案
内
し
必
要
な

課
を
回
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
広

く
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
ご
遺
族
に
寄

り
添
っ
た
対
応
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

佐
藤　

１
日
２
件
ま
で
し
か
対
応
で

き
な
い
と
い
う
の
は
、
他
の
市
町
村
と
比

べ
て
少
な
い
印
象
を
受
け
る
。
理
由
を

伺
う
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長　

新
た
に
始
め
る
た

め
事
前
準
備
や
対
応
時
間
が
読
め
な
い

こ
と
も
あ
る
。
ま
ず
は
午
前
１
枠
、
午
後

１
枠
の
形
で
行
い
、
そ
の
後
の
調
整
に
お

い
て
増
加
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て

公
契
約
条
例
に
つ
い
て

公
共
施
設
に
つ
い
て

副
市
長
の
体
制
に
つ
い
て

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答 答

菅
す が や

谷 　 毅
つよし

議員

佐
さ と う

藤 　 信
の ぶ な り

成 議員

※
公
契
約
条
例

自
治
体
が
発
注
す
る
公
共
工
事
・
業
務
委

託
等
に
従
事
す
る
従
事
者
の
賃
金
・
報
酬

下
限
額
を
設
定
す
る
な
ど
、
自
治
体
・
受

注
者
の
責
任
等
を
契
約
事
項
に
加
え
る
こ

と
を
定
め
た
条
例

※

質問

録画映像録画映像
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山
口　

認
知
症
基
本
法
の
基
本
的
施

策
の
相
談
体
制
整
備
の
観
点
か
ら
、
認

知
症
の
介
護
者
の
集
い
や
本
人
の
集
い

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　

健
康
福
祉
部
長　

認
知
症
当
事
者

と
そ
の
家
族
が
、
思
い
を
声
に
出
し
て
、

悩
み
を
相
談
で
き
、
情
報
交
換
や
交
流

が
で
き
る
場
と
し
て
ウ
エ
ル
カ
フ
ェ

（
認

知
症
カ
フ
ェ
）
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
後
は
鹿
島
病
院
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ

禍
で
休
止
し
て
い
た
認
知
症
家
族
の
会

を
再
開
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
　
　

山
口　

５
歳
児
健
診
は
、
発
達
障
が

い
な
ど
の
子
ど
も
の
個
々
の
特
性
を
把

握
し
、
子
ど
も
と
家
族
に
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
５

歳
児
健
診
の
取
組
状
況
を
伺
う
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長　

現
状
で
は
健
診
に

対
応
で
き
る
専
門
職
の
確
保
が
難
し
い

こ
と
か
ら
、
５
歳
児
健
診
の
実
施
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
本
市
で
は
３

歳
児
健
診
か
ら
就
学
ま
で
の
期
間
に
お

い
て
、
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
関
係
部
門
と
の
連
携
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
支
援
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　
　

山
口　

文
部
科
学
省
は
、
学
校
体
育

館
へ
の
冷
房
機
器
の
設
置
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
と
通
知
し
て
お
り
、
茨
城
県

も
市
町
村
長
に
設
置
を
求
め
て
直
接
説

明
し
て
い
る
。
事
業
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
が
前
進
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

市
長　

整
備
の
順
序
に
よ
っ
て
児
童

生
徒
に
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
、
避
難

所
に
は
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る

公
民
館
や
施
設
を
優
先
的
に
使
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
の
導
入
は
見

送
る
べ
き
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
県
の
担

当
者
に
は
全
小
中
学
校
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
を
設
置
済
み
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た

と
こ
ろ
、
本
市
の
空
調
設
備
の
設
置
状

況
を
1
0
0
％
に
す
る
と
い
っ
た
回
答
を

得
た
た
め
、
県
の
要
求
を
満
た
し
た
と

受
け
止
め
て
い
る
。

　　
　
　

立
原　

給
食
費
を
無
償
化
し
た
自
治

体
が
県
内
で
20
市
町
村
に
拡
大
し
た
。
本

来
は
国
が
行
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る

が
、
国
が
行
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
市
で

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

学
校
給
食
の
無
償
化
を
、
今

す
ぐ
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
判
断

を
し
て
い
る
。
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で

市
の
貯
金
を
使
い
果
た
し
て
し
ま
う
こ
と

や
無
償
化
に
要
し
た
費
用
は
将
来
子
ど

も
た
ち
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
長
期

的
な
継
続
に
お
い
て
多
額
の
費
用
を
要

す
る
た
め
、
無
償
化
と
い
う
判
断
を
安

易
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
学

校
給
食
の
制
度
権
者
は
国
で
あ
る
た
め
、

子
ど
も
未
来
戦
略
に
お
い
て
示
さ
れ
た
学

校
給
食
の
実
態
調
査
結
果
等
を
注
視
し
、

無
償
化
を
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
、
強

く
国
に
訴
え
か
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　

立
原　

鹿
嶋
市
は
消
滅
可
能
性
自
治

体
リ
ス
ト
に
入
っ
て
は
い
な
い
が
、
少
子

化
と
東
京
へ
の
一
極
集
中
に
よ
り
人
口
が

減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
鹿
嶋
市
の
将
来

を
見
据
え
、
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
様
々

な
政
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
体
の
財
政
力
に
よ
っ
て
差
が
生

ま
れ
て
し
ま
う
た
め
、
国
が
予
算
確
保
を

行
い
、
そ
の
財
源
を
も
っ
て
市
町
村
で
行

う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

本
市
と
し
て
は
固
定
資
産
税
を
増
や
す
こ

と
で
人
口
減
少
に
備
え
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
本
市
を
支
え
て
き
た

基
幹
産
業
の
支
援
を
行
う
こ
と
や
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
誘
致
す
る
こ
と
に

よ
り
生
ま
れ
る
固
定
資
産
税
を
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
回
し
て
い
く
こ
と
を
方
針
と

し
て
い
る
。
活
気
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
人
口
減
少
対

策
に
加
え
て
産
業
の
振
興
に
引
き
続
き

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
国
民
健
康
保
険
に
係
る
子
ど
も
の
均
等

割
保
険
税
の
対
応
に
つ
い
て

・
定
額
減
税
支
給
に
関
す
る
対
応
に
つ
い

て

認
知
症
本
人

・
介
護
者
交
流
会
に

つ
い
て

５
歳
児
健
診
に
つ
い
て

学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

つ
い
て

給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て 

問問

問

問

問

答

答

答

答

答

立
た ち は ら

原　弘
ひ ろ い ち

一 議員

山
や ま ぐ ち

口　哲
て つ ひ で

秀 議員

録画映像録画映像

録画映像録画映像
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私
の
将
来
の
夢
は
パ
テ
ィ

シ
エ
に
な
る
こ
と
で
す
。
小

学
5
年
生
の
と
き
か
ら
本
格

的
に
料
理
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
一
番
得
意
な
料

理
は
卵
焼
き
で
、
母
か
ら
教

わ
り
ま
し
た
。
他
に
は
ク
ッ

キ
ー
や
ケ
ー
キ
な
ど
お
菓
子

作
り
が
好
き
で
、
小
学
校
1

年
生
の
時
に
は
、
母
の
誕
生

日
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー

キ
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。夢

を
叶
え
る
た
め
に
、
家

族
か
ら
料
理
を
教
わ
っ
た

り
、
で
き
る
だ
け
自
分
で
料

理
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
校
を
卒
業
し

た
ら
、
料
理
の
専
門
学
校
に

進
学
し
て
勉
強
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
っ
た
ら
、

弟
と
一
緒
に
お
菓
子
屋
さ
ん

を
開
き
た
い
で
す
。
近
所
に

お
菓
子
屋
さ
ん
が
な
い
で
す

し
、
近
く
に
お
店
を
開
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
両
親
も
安

心
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
誰

も
が
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

み
ん
な
で
分
け
合
え
る
よ
う

な
ケ
ー
キ
を
作
る
こ
と
で
、

食
べ
た
人
を
笑
顔
に
し
た
い

で
す
。

中
野
東
小
学
校

中
野
東
小
学
校
66
年
生
年
生  

岸岸き

し

だ

き

し

だ田田　　

優優ゆ

ず

か

ゆ

ず

か

珠
花
珠
花
さ
ん
さ
ん

弟
と
一
緒
に
お
菓
子
屋
さ
ん
を
開
き
た
い

弟
と
一
緒
に
お
菓
子
屋
さ
ん
を
開
き
た
い
!!

お
菓
子
作
り
が
大
好
き
で
、
弟

思
い
、
家
族
思
い
の
ゆ
ず
か
さ

ん
、
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
い

た
い
、
今
ま
で
に
な
い
、
お
菓

子

・
お
店
を
作
り
た
い
と
い
う

本
当
に
思
い
や
り
と
優
し
さ
が

伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
夢
は
必

ず
叶
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
夢
、

目
標
実
現
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

（横
山
委
員
、
樋
口
委
員
）

―鹿嶋っ子の夢、　　　　　応援しています―きかせて !あなたの夢

議員表彰を受けました !議員表彰を受けました !

congratulationcongratulation

全国市議会議長会並びに茨城県市議会議長会表彰

議員在職 30 年以上　 
内田　政文 議長 / 根崎　彰 議員

議員在職 25 年以上　
池田　芳範 議員 / 田口　茂 議員 / 立原　弘一 議員

全国市議会議長会表彰

議員在職 10 年以上　
栗林　京子 議員

　全国市議会議長会並びに茨城県市議会議長会から、 永年にわ

たり地方自治の発展と市政の振興に貢献した功績によりそれぞ

れ表彰を受けました。

議 T P C会 O I S

　

今
回
の
特
集
記
事
で
は
、
鹿
嶋
市
消

防
団
の
団
長
、
副
団
長
、
そ
し
て
女
性

団
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

鹿
嶋
市
民
の
命
を
守
る
皆
さ
ん
の
活
動

に
は
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
ま
た
、

女
性
団
員
の
活
躍
に
も
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、
P
R
活
動
の
大
切
さ
を
再
認
識

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
鹿
嶋
市

議
会
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
皆
様
が
楽

し
め
る
企
画
を
、
「
と
び
ら
」
で
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

■
広
報
広
聴
委
員
会

委

員

長　
　

副

委

員

長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

　

加
勢　

誠

編
集
後
記

　
　
　

内

野

敬

仁

舛

井

明

宏

小

池

み

よ

子

横

山

揚

久

中

薗

　

薫

樋

口

龍

章

斉

藤

裕

樹

加

勢

　

誠

鹿嶋市議会だより　とびら No.117 （令和 6 年 8 月 1 日発行）
■発行人　議長　内田政文　■編集　鹿嶋市議会広報広聴委員会

■発行　茨城県鹿嶋市議会

〒 314-8655　茨城県鹿嶋市平井 1187 番地 1　電話 :0299-82-2911 （代）　 次号の 「とびら」 は令和 6 年 11 月 1 日発行予定です

次回の定例会は　　　　月　　　　　　日 （金） 開会予定です8 30
8/30 （金） 本会議 : 開会

9/5 （木） 

6 （金）

9 （月）

本会議 : 一般質問

※ 9 日は予備日

10 （火）
本会議 : 質疑 ・ 委員会付託 

予算決算常任委員会

11 （水） 予算決算常任委員会

12 （木）

13 （金）
予算決算常任委員会分科会

20 （金） 常任委員会

24 （火） 予算決算常任委員会

26 （木） 本会議 : 委員長報告 ・ 討論 ・ 採決 ・ 閉会

※変更の場合があります。

詳細は HP でお知らせします。 ▶
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